
今月号の話題

u 育成支援事業（中央）

u 朝日地区文化祭（朝日）

u 山北地区芸能祭り（山北）

u 神林地区文化祭（神林）

u 荒川地区文化祭（荒川）

u 職員紹介「村上地区公民館」

u サークル紹介（荒川）

u イベント告知 １２月・１月の予定

村上市生涯学習推進センター 発行

回覧

マナボーテ村上
１2月号２０１７年

た。良い絵本をたくさん紹介してもらい、今

後の参考になった」などの感想がありました。

７月、８月、９月に、「語り部講座」を開催

しました。この講座では「全会津語りの会」

顧問 五十嵐七重 氏を講師にお招きし、民

話の基礎や再話の要点などを学びました。標

準語と方言の両方で民話を語っていただき、

方言の方が身近に感じられ伝わりやすいこと

を確認し、民話の語りを実践している方から

地域に伝わる採話（元話）と再話（自分で採

話をもとに書いたもの）を発表していただき

ました。受講者からは「語りの面白さを改め

て感じた」「小さい時ばあちゃんから聞いた語

り口調を思い出した。私も人の心に感動を与

えたくなった」などの声が寄せられました。

村上市内には、絵本の読み聞かせや語りな

どの活動を行っているサークルがあります。

読み聞かせや語りに関心がある方、ボランテ

ィア活動をやってみたい方は、生涯学習課へ

お問い合わせください。

村上市教育委員会では、平成２９年度から

平成３３年度までの５年間を計画期間とする

「第２次村上市教育基本計画」を策定しまし

た。郷土に誇りをもち自らの進路を切り拓く

ことのできる子どもたちを育成する活動と、

すべての市民が生涯にわたって学習し、その

成果を展開することや、次世代に伝えるなど

の活動を総じて「郷育（さといく）」と定義し、

主体的・協働的な学びによる人づくり、地域

づくり、学校づくりを進めています。

１１月１２月に、「新潟子どもの本を読む

会」代表 野上千恵子 氏を講師に「未満児

向け」「園児向け」「小学生向け」の３回にわ

けて「絵本の読み聞かせ教室」を実施しまし

た。それぞれの年代に合った、読み聞かせの

コツとその効果を実践を交えて具体的に紹介

していただきました。また、読み聞かせを行

っている多くの方々が悩む選書についてアド

バイスもありました。

受講者からは、「具体的に絵本（原物）を示

して内容を説明してくれたのでよく分かっ

絵本の読み聞かせボランティア・地域文化伝承者
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秋晴れの中、保育園や小中学校、一般、

長寿大学、公民館教室、まちづくり協議会、

各施設関係の皆さんの作品を一堂に集め、11

月 3日（金・祝）から5日（日）までの３日

間、朝日地区文化祭が行われました。

例年以上に完成度が高い作品が多く、来館

者からも｢園児のかわいい作品は何度観ても

心が和みます｣｢一般の作品は市展に出品して

もいいような作品が多く、観ていて感動しま

した｣と言った声が多く聞かれました。

また、今年は55回記念展ということもあ

り、旧朝日村時代を思い出すような課題、｢あ

さひ｣｢文化の里｣｢山紫水明｣等、文化香る書道

第５５回記念展

朝日地区文化祭

作品展も開催し、子どもたちの思いがこもっ

た作品が多く出品され、文化祭に花を添えて

いただきました。

11月 12 日（日）、福祉センターゆり花会館

で第32回山北地区芸能祭りを開催しました。

約 20の団体や個人が、伝統芸能や舞踊・

ダンス・大正琴・太鼓・カラオケなど、日ご

ろの練習の成果を発表しました。

トップバッターの小学生が舞う伝統芸能の

獅子舞踊は、お囃子の音に合わせ、リズミカ

ルでありながらキリッとした動きがとても印

象的でした。他の出演者も、日ごろの練習の

成果を存分に発揮し、会場を埋め尽くした

観客から盛大な拍手を受けていました。

また、スペシャルゲストによるマジックシ

ョーも巧みな技でステージを盛り上げていま

した。

来場者からは、「どのグループもとても上手

で、また来年、見に来るのを今から楽しみに

しています」などの感想がありました。
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山北地区芸能祭り

市長杯争奪第１０回新春将棋大会

市長杯を目指して、日ごろの腕試しをしてみませ

んか。小学生棋士も大歓迎です。

と き １月２１日（日）８時３０分～

ところ マナボーテ村上

対 象 市内在住（小学生以上）・在学・在勤者

クラス 上級・中級・初級

参加費 一般1,500円・高校生以下1,000円

申込み １月１７日（水）までに参加費を添えてマ

ナボーテ村上、各地区公民館または若駒ク

ラブ事務局へお申込みください。

問合せ先 若駒クラブ事務局TEL５３－３８０２

書
道
作
品
展
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う
す

神林新春囲碁・将棋大会

神林地区で毎年恒例の新春囲碁･将棋大会を開催

します。皆さんの参加お待ちしています。

と き １月８日（月・祝）９時００分～

ところ 神林地区公民館（神林農村環境改善センター）

対 象 市内在住・在学・在勤者

定 員 囲碁１２人（先着順）

将棋２０人（先着順）

申込み １２月２８日（木）までに神林地区公民館

へ電話または直接窓口にてお申込みくだ

さい。

問合せ先 神林地区公民館TEL６０－１５００

園
児
の
作
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展
示
の
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う
す



11月 3日（金・祝）・４日（土）の２日間、

神林農村環境改善センターを会場に、第４６

回神林地区文化祭を開催しました。神林地区

の園児から公民館教室・長寿大学クラブの作

品まで、各世代からの力作が集まり、新たな

企画なども盛り込みつつ、会場づくりを地区

のみなさんと行いました。

文化祭初日は松実会とみづき会による抹茶

サービス、食生活改善推進員による試食会、

木工ゲーム体験などが行われ、子どもも大人

も参加し、会場が大いに賑わいました。

また、今回は神林地区出身・ゆかりのある

作家さんによる作品コーナーを設置し、地区

で活躍されている方々を紹介。はじめて作品

を見る方も多く、それぞれの作品を興味深く

ご覧になっていました。

県外から来場された方々もおり、「心のこも

った温かみのある文化祭で、とても良く、ゆ

っくり楽しめました」との声もいただきまし

た。実行委員のみなさんからは来年に向けて

様々なアイデアをいただき、地域の魅力が詰

まった文化祭を今後も作っていきたいです。

１１月３日（金・祝）・４日（土）の２日間、

荒川地区公民館と荒川総合体育館を会場に荒

川地区文化祭が行われました。

公民館会場では、荒川地区文化協会の美

術・工芸展をはじめとし、文化活動を行う地

区のみなさんの成果となる多くの作品展示が

行われました。その他、食生活改善推進員に

よる試食会、子ども茶道教室の子どもお茶会、

あらかわまちづくり協議会による体験活動、

えむたすあらかわによる展示など、地区のた

めに活動されるみなさんの取り組みなどもご

紹介することができました。

体育館会場では、菊花展・園芸展のほか、

ＳＬの開放展示・米坂線フォトコンテスト入

賞作品の展示、地区の子どもたちの絵や工作

作品の展示を行いました。天候に恵まれたた

め、たくさんの方々が市内外から訪れました。

おとなも子どもも、郷に育ち、郷を育てる

「郷育（さといく）」の輪が広がるように、今

後も地区のみなさんの学びや活動を応援して

いきます。

天候にも恵まれ開催

荒川地区文化祭
神林の各団体が成果を発表

神林地区文化祭
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１２月・１月の予定

１２月２６日（火）・２７日（水）冬休み子ども体験教室（村上）

１月８日（月・祝）新春囲碁・将棋大会（神林）

１月２１日（日）市長杯争奪新春将棋大会（村上）

のんびりパパcafe（中央）

サ
ー
ク
ル
紹
介

広報誌「マナボーテ村上」の問合せ先

村上市生涯学習課 中央公民館

TEL ５３－２４４６

FAX ５３－２９７７

e-mail manabi@city.murakami.lg.jp

荒
川
「
荒
川
写
友
会
」
で
す

村
上
地
区
公
民
館
の「
吉
田
真
紀
」で
す

よ

し

だ

ま

き

広報紙「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
村
上
地
区
公
民
館
の
吉
田
真
紀
で
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
村
上
地
区
公
民
館(

マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上
内)

に
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
勤
め
て
い
ま
す
。

青
少
年
教
育
の
部
門
を
担
当
し
て
お
り
、「
小
学
生
の
体
験
教

室
」
や
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
「
わ
ん
ぱ
く
自
然
塾
」
、
ま
た

「
健
民
少
年
団
山
辺
里
地
区
隊
」
の
事
務
局
を
務
め
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
た
り
、
先
輩
、
上
司
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上
で
は
毎
日
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
学
習
会
な

ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
個
人
の
作
品
や
利

用
団
体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
日
々
の
活
動
の

発
表
・
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
お
気
軽

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
仕
事
を
行
う
上
で
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
は
非
常
に

重
要
で
す
。
自
分
が
今
行
っ
て
い

る
こ
と
は
自
分
だ
け
の
力
で
は

な
く
、
協
力
頂
け
る
皆
様
の
力
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
の
だ
と

日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
業
務
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

荒
川
写
友
会
は
平
成
２
年
に
発
足
し
た
写
真
愛
好
家

の
団
体
で
す
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
写
真
が
好
き
な
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
見
る

人
に
「
美
し
い
・
迫
力
あ
る
・
可
愛
い
・
絶
景
」
な
ど
感

動
の
言
葉
を
言
っ
て
も
ら
え
る
作
品
づ
く
り
と
会
員
親

睦
を
活
動
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
数
は
８
名
（
男
性
６
名
・
女
性
２
名
）
、
年

４
回
の
勉
強
会
で
は
作
品
の
良
い
点
・
改
良
す
べ
き
点
な

ど
の
指
導
を
ベ
テ
ラ
ン
会
員
か
ら
受
け
撮
影
技
術
の
向

上
に
つ
な
げ
ま
す
。
年
２
回
、
春
と
秋
に
撮
影
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
荒
川
地
区
文
化
祭
へ
の
出
展
、
地
区
内
各
所

で
の
写
真
展
の
ほ
か
各
種
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
新
潟

県
美
術
展
覧
会
や
村
上
市

展
、
そ
の
他
様
々
な
展
覧
会

等
で
賞
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

平成２９年度６月号から、職員の紹介をしています。

青
少
年
教
育
を
担
当
し
ま
す

活
写
す
る
「荒
川
写
友
会
」

み
な
さ
ん
も
写
真
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
の
楽
し
み
な
ど
で
も
結

構
で
す
。
入
会
し
て
、
私
た
ち

と
活
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

（
お
問
い
合
わ
せ
は
、
荒
川

地
区
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
）


